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国会リポート 

自民党政務調査会長代理 

総       覧 
 

今国会の会期は 6 月 18 日までですが、案件処理の

ために会期延長がなされるというのが通例です。しかし、

小泉総理は会期延長をしないと言明をいたしました。 

国会の慣例で会期延長と国会解散については嘘を言っ

てもよいという事になっています。「解散は絶対ありませ

ん」 といって抜き打ち解散したり、「会期は延長しません」 

と言って間際に延長する事は、国会戦術の一つとして認め

られています。最初から延長しますと言ってしまえば、じゃ

あそんなに精力的に審議をしなくてもいいじゃないか、とい

う事になりかねませんし、解散をしますと早々と言えばみ

な気もそぞろで国会審議も進みません。 

しかし、今回ばかりは総理は本気で会期延長を考えて

いないようです。夜毎、番記者にその理由を尋ねられます

が、こればっかりは小泉総理のみぞ知るという所です。諸

説を解説すれば、第 1 は、6 月訪米前に懸案事項は処理

しておきたいという説。第 2 は、6 月末の骨太方針に社会

保障の制度改革を提言したいという説。第 3 は、会期中

は最も行動と発言が制約される安倍官房長官の総裁選活

動を解禁してやりたいという説。どの説ももっともらしく聞こ

えますが、総理のみぞ知るという所です。 

総裁候補の支持率は直近の数字では安倍官房長官が

独走。その 3 分の 1 の支持率が福田元官房長官。更に

その 3 分の 1 が麻生外相。そのまた 3 分の 1 が谷垣

財務大臣となっています。非安倍の支持率を全部まとめて

も安倍氏に遠く及ばないというのが現状です。 

民主党の代表に小沢一郎氏が就任した事で、自民党総

裁選にどう影響するかという事が取りざたされています。

小沢一郎氏は自民党絶頂期の幹事長であり、いわば権力

政治の象徴的存在です。小沢氏と同じ土俵で経験とパワ

ーを競い合うか、それとも土俵をかえて清新な候補で小沢

旧自民党対○○ニュー自民党で戦うかの選択です。 

民主党は小泉政治の光と影と称して、ことさら競争政策

による格差社会の弊害を訴えています。しかし、小沢政治

の原点 『日本改造計画』 の 1 ページ目には、グランドキ

ャニオンの断崖に佇んでの日米の違いを指摘する所から

スタートしています。そこには、落下防止の柵もなければ

危険近寄るなの看板もない。全て自己責任原則が貫かれ

ている。日本のようにお上が手取り足取り庇護する仕組み

なぞない。と書かれています。 

今更、手厚いセーフティネット論を展開されると、ご都合

主義のように聞こえるのは私だけでしょうか。結果の平等

は社会主義的悪平等で、頑張ろうとする人のモチベーショ

ンをそいでしまします。再挑戦も含めたチャンスの平等と、

シビルミニマムたる社会保障制度の継続性の保証こそ目

指すべき姿だと信じます。 

 

今週の出来事（口は災いのもと？！） 

 

私が数年前に提言した政策・知的財産国家戦略を我が国

の成長力の源泉にするために、それまでの 「知的財産合同

会議」 を 「知的財産戦略調査会」 として昇格させ、自民党

政務調査会に設置いたしました。もちろん、初代会長は私が

務めます。 

最高顧問に中川秀直政調会長と保岡興治先生をすえた

重厚な陣容になりました。知財議員連盟やコンテンツ議員連

盟の会長と合わせ、知財関連の全ての長となっていますが、

そんな関係もあってコミックやアニメ、更には音楽・映画関係

者と面会する機会がずいぶん多くなってきました。 

5 月 4 日には、犬神家の一族のリメイク版映画のスタジ

オに招待されました。石坂浩二氏や松嶋奈々子さんと会え

るとの事で結構楽しみです。 

「世紀の美女とツーショットしちゃおかな？」 

いけね！家内も着いてくるんだっけ！嬉しくてつい口を滑

らしたら 

「私も連れてって！」って事に…。 


